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以上,ラ ン ドレース種雄隊 2頭 を供試 し,温度降下

時間が精液性状に及ぼす変化について調査 した結果 ,

濃厚精液の採取量および精子数,並びに奇型率,精液

の性状については,個体により著 しい差があった。pH

については,各区共 2日 目までやゃ急激に高く,以後

緩慢であった。温度降下時間によるpⅡ は, 降下時間

の短いほど変化は少なかった。活力については,温度

降下時間の短い区ほど,著 しく急激に低下 し,12時間

区,24時間区 と長い区ほ ど,緩慢な低下を示 した。ま

た保存 日数については,降下時間による精子の活力の

成績 と同様な傾向で降下時間の長い区ほど保存 日数が

長 く,活 力に及ぼす変化も少なかった。

豚の育成期におけるロース断面積、背脂肪層
の体重増に伴う変化について
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1ま え が き

子豚の中から種豚候補を選ぶ場合に,主要な居肉形

質であるロース断面積 と背脂肪層の厚 きについて将来

の予測,つ まり能力の早期判定の可能性がどの程度あ

るかを明らかにするために,育成期におけるこれら2

形質の体重増に伴 う変化 を追跡 し,ま た各種早期判定

値と,0切 時の値との相関を検討 したのでその結果につ

いて報告する。

2試 験 方 法

供試豚は岩手県畜試で実施中である豚の地域環境別

選抜試験 (ラ ンドレース種の系統造成 )の 第 3世代の調

査豚 52頭 を用い,各個体が30″ に到達 した時に体長の

%(中 超 :ロ ース,背脂肪測定 ),肩 甲骨後端か ら5

“
後方 (前襲 :背 脂肪測定 ),お よび十字部から1 0Ca

前方 (後麺 :背 脂肪測定 )の計 3部位に油性イ ンタで

印 しをつけ,,0り まで10″ ごとに 3部位について追跡

調査を行 った。飼養方法は全き ょうだい豚 2頭群飼で

飼料は新産肉能力検定飼料を不断給餌 した。 ロース断

面積,背 脂肪の測定に用いた超音波測定機は国内産の

機種で探触子駆動ガイ ドは体重30確か ら50的 までは B

型 (写 真尺度 1/158)を 使用 し,60″ から
'0り

までは

成豚用の▲型 (写真尺度%)で 行い,記録写真の製図

方法は原則的には所定の方法に したが ったが,若齢豚

の場合,背多裂筋の映像が鮮明に写 らないのでこの部

分を補正 して製図 した。 2形質の超音波測定は10″ ご

との体重の 5“ の範囲内で行 った。

5試 験 結 果

1 調査豚の発育成績

調査豚の90″ 到達 日齢は 14,6± 4o6日 で 10協増体

に要する期間は30″～80″ まではそれぞれ11～ 12日 で

はぼ一定の日数で,50″ から
'0″

までの平均所要 日数は

ア80土
'3日

であ った。 1日 平均増体重も40りか ら80

りの間は800′ 以上と高い値を示 し,平均では785± 74

,で あった。 10切 ごとの期間採食量は30り から60り ま

では30″ 未満で飼料要求率も30以 下であったが,60″

以降はこれ らより10″ 多く採食してお り,飼料要求率

も55以上と高 くなる傾向がみられた。またる0″ から90

りまでの採食量は平均200り で飼料要求率は平均 ι27

であった。

2 背脂肪層,ロ ース断面積の体重増に伴 う変化

10切 ごとに測定 した体長の%の 部位のロース断面積

と背脂肪層を追跡調査 した結果は第 1表に示 した。30

りでの平均値が 125″でそれから10切増体するごとに

約 3″ずつ直線的に太くなり60″ では 22を満 90り で

51鏡であった。なお,体重か らロース断面積を推定

するために直線回帰分析を行 った結果, Y=27265+
03197と いう回帰式が得 られた。

背脂肪層の厚きは全期間を通 して前姫が最も厚 く,

中磨 と後蠣はほぼ同じ厚きであった。各測定部位ご と

の背脂防の体重増に伴う変化lt第 1図 に示 した。体重

30た,時の第 1脂肪の厚さの平均値は前猥 Q68“,中 躯

tt 69続,後磨 ●62“ と5部位 ともはぼ同 じ厚さだった

が第 2脂肪では中菫が 038“で最も薄く, 後 塩 042



-164- 東 北 農 業 研 究  第 18号 (1976)

第 1表  ロース断面積,背脂肪層の体重増に伴 う変化
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第 1図 背脂肪層の体重増に伴 う変化

“
,前顧 ●52‐の頂で厚 くな っている。31″時点にお

ける3部位の脂肪の厚さは第 1脂肪より第 2脂肪が薄

第 2表  10″ ごとの海定値 と
'0″

時の測定値の相関

くな っているが,第 2脂肪は体重の増加 とともに次第

に第 1脂肪の厚さに近づき,後 類では40り ,前獲60嬌

中農70りで第 1脂肪と同 じ厚さになっている。また,

第 2脂肪が30切時の厚 きの 2倍に達するのは 3部位 と

も

“

″時であるのに対 し,第 1,第 2脂肪を加算した

全体の脂肪層は∞りで 2倍になっている。

3 90″ 時のロース断面積,背脂肪 と各体重

'12形 質 との相関

90″時の ロース断面積,背 脂肪 と各体重ごとの測定

値 との相関は第 2表 に示 した。ロース断面積について

は,30切 と90″ との相関が最 も低く031,そ れから増

体ごとに順次高 くなり,60″ との相関が065,30taと で

はα85と 最も高 くな っている。 このことか ら着齢時 で

ロースの大い豚は,0″ でも太い という傾向は うかがえ

るが,相関が低いので着齢時での判断はあま り正確と

はいえない。 また,,0切 における超音波測定値と枝肉

実測値 との関係を72頭で調査 したが,超音波測定の平

均値が317″,校 肉実測値では32り と後者がわずか

に大きい傾向がみられた。各個体の測定値は回帰直線

の近辺に集合 してぉ り,相関係数も08,43と 高い値 を

ホ している。

90“時の背脂防の厚さと10″増体ごとの背脂防の厚

きの相関はロース断面積 と同様に若齢豚との相関は低

く,体 重が増すに従 って高 くなる傾向が見 られた。
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注.※ 30″ 時の測定値と
'0″

時の測定値の表型相関
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4 ま

体重増10″ご との時点におけるロース断面積,背臓

肪の厚きと,0切 時との相関々係をみると早期の正確な

能 力判定は必ず しも容易でないことを示唆 していると

思われる。

ビニールハウスによる鶏糞の予備乾燥効果と

予乾糞の処理方法について

貝森 一夫 ・奥野 秀樹・馬場 俊明・吉田 晶二・吉岡重治郎

(青森県養鶏試験場 )

1ま え が き

最近,鶏糞の処理方法として各地でビニールハウス

が利用されてお り,積 雪寒冷地である当地域における

′ヽウス利用の道応性 を検討する必要がある。

また,鶏糞処理の効率におよぼす最大の要因は水分

であ り,こ れを解決するための種々の前処理が行われ

効率化がなされている。

そこで,当地域におけるビニール′ヽウスの利用方法

を予備乾燥施設としてその効果を検討 し,さ らに予乾

糞の処理 として火力乾燥,自 燃式焼却を実施 して予備

乾燥 とのコンピネーシ ョンの可能性について検討した。

2 材料および方法

1 供試ハウス

第 1図 のとお りの規格である。

第 1表 試験区分

秋 期 11日

3 予乾方法

ハウス内の中央に約50"の 歩行帯を設け,ハ ウス側

面部から10“ 離 したはかは全面に厚き一定 (第 1～ 5

試験10～ 15編 )に なるように堆積 した。

4 予乾糞の処理方法

(1)火 力乾燥

当場設置のニリコー式 N10型 を用い,夏期 と秋期に

生糞 と予乾糞の効率を比較 した。

第 1図 供試ハウスの規格 (単位″ )

2 試験区分

第 1表のとお りである。ただし,境拌方法はホーで

准積糞を反転 し,開放は第 1図 の点線部分で行 った。
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(2)自 燃式焼却

プロタタ利用の北沢式 小 2型焼却炉の改良型を用い
,

I期 と秋期の予乾糞 を供用 した。

3 結果および考察

1 糞中水分

日数の経過に伴 う糞中水分の変化は第 2表 のとお り

である。表中,高水分は堆積糞の内部,低水分は表面

部を示す。

(3日 , 8日 )

第 1試 験

第 2試 験

第 5試 験


